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全国
共通

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

関東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東海 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

関西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中国
四国

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北陸 ○ ○ ○

北海道 ○ ○ ○

東北 ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

※＊は一部実施

1. 開催間隔のすれ違いの関係で共通講義の受講に制約が生じる可能性がある地区、

また、非鉄・鋳鋼コース希望者に対して「2年度にわたる受講」を認め、各コース開催の前年度に共通科目の受講を認める。

2. その際の受講料は１年度の受講料と同一とする。

3. 本件に関しては、あくまでも例外措置としての運用とし、募集要項への記載など、対外的な発表は行わない。
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